




要約:動脈硬化性心疾患発症予防のため、その危険因子である高コレステロール血症及び低

HDL 血症のマススクリーニングを 1 歳 6 ヵ月乳幼児検診時に試みた。高コレステロール血

症は乾燥濾紙血中のアポ B,低 HDL 血症は濾紙血中のアポ A－Ⅰを測定する事でスクリーニ

ングした。平成 4 年 1 月までに乳幼児検診受診者(熊本市のみ)全員を対象として 11,000

名のスクリーニングを終了している。その内 9,436名について結果の集計及び陽性児の精

査を終了している。93 名の高コレステロール血症児(総コレステール 200㎎/dl 以上)及び

99 名の低 HDL 血症児(HDL-コレステロール 40 ㎎/dl以下)を発見している。その内、家族性

高コレステロール血症児は 15名であった。精査受診率(83%)を考慮した患児頻度は高コレ

ステロール血症 1.19%,低 HDL 血症 1.27%だった。 


